
 

 

東京モノレールの社会貢献活動 

 

当社は、「お客さまの『満足・感動』を全員で創る」をモットーに、安全・安定輸送を基盤としながら、

東京モノレールにしかない「移動＋α」の価値をお客さま、地域のみなさまにお届けすべく、日々、

取り組んでおります。 

 

  

当社宛に届いた郵便物に貼付されていた切手を回収し、当社沿線である港区・品川区・大田区

の社会福祉協議会へ定期的に寄付しております。 

社会福祉協議会では、収集した使用済み切手をボランティアの方によって整理を行ってから売却、

換金した後にボランティア推進事業等の活動に活用しています。 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【使用済み切手の寄付】 



 

災害発生時の帰宅困難者、社員・スタッフ用に備蓄している

非常食を賞味期限の３か月以上前に更新し、それまでの備蓄

品は、フードロス削減を目的に社会福祉協議会・NPO 法人等

へ寄付しています。 

 集まった食料は、こども食堂や生活困窮者に配布されるなど、

社会に循環されています。 

 

 

 

 

 

 

ペットボトルの分別の際、キャップは専用のリサイクル 

BOX で回収しています。 

回収されたキャップは、「エコキャップ運動」を行っている

業者が回収し、再資源化と Co2削減に貢献しています。 

ペットボトルキャップは１，０００個で一人分のポリオワクチ

ンとなり、命を脅かす感染症の予防に役立てられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アスクル株式会社が展開する「資源循環プラットフォーム」※

の主旨に賛同し、使用済みクリアファイルの回収と再資源化・

再製品化の取組みに協力しています。 

 

※ アスクル株式会社「資源循環プラットフォーム」 

 https://www.askul.co.jp/kaisya/shigen/ 

【災害用備蓄品の寄付】 

【エコキャップ活動】 

【クリアファイルのリサイクル】 

2023 年度（12月現在）実績 

  ８0.0kg・約 40,000 個 

  ワクチン：40 人分 

 （Co2 削減効果 252.0 ㎏） 

 約 40,000 個・ワクチン：40

人分 

                                     

（Co2削減効果 252.00㎏） 

https://www.askul.co.jp/kaisya/shigen/


 

年末にお取引先などからいただいたカレンダーや手帳の中で、社内で使い切れなかったものに

ついて各部署より回収のうえ、寄付を募っている社会福祉協議会、団体へ送付しています。 

集まったカレンダー・手帳は、チャリティーバザーでの販売や福祉施設の入居者や高齢者世帯へ

配布されています。 

また、同様に文房具や消耗品等で、社内で使い切れなかったもの

について、当社のサービス品質の向上に対する教育・訓練にご協力

をいただいている（公財）東日本盲導犬協会に寄付を行い、活動に

お役立ていただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［2024 年カレンダー・手帳送付先］ 

○社会福祉協議会 

・品川区、大田区、清瀬市、甲府市、諏訪市、恵庭市 

○各種団体 

 ・北海道ユニセフ協会 

・（一社）アイエスエフネットベネフィット青山 〔港区社会福祉協議会からのご紹介〕 

・社会福祉法人 恩賜財団・慶福育児会 〔港区社会福祉協議会からのご紹介〕 

 

 

東京モノレールでは今後も様々な活動に社員全員で取り組んでまいります 

  

【カレンダー・手帳・物品の寄付】 

 


